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【報告 地域交通改善協議会の今年度の動き】

（１）第１回地域別部会

（２）第２回幹事会

１



「奈良県地域交通改善協議会」

会 長：奈良県知事

委 員：市町村長、交通事業者・関係団体代表

近畿運輸局（自動車交通部長、企画観光部長、奈良運輸支局長）等

「奈良県地域交通改善協議会幹事会」

幹事長：奈良県県土マネジメント部長

幹 事：副市町村長、交通事業者・関係団体担当役職員、近畿運輸局担当課長等

協議会協議会協議会協議会のののの体制図体制図体制図体制図

県下：２５協議会（２９市町村）

「地域別部会」北西部地域奈良市、大和郡山市生駒市、香芝市、平群町三郷町、斑鳩町、安堵町川西町、三宅町、田原本町、上牧町、王寺町河合町 中部地域大和高田市、橿原市桜井市、御所市葛城市、高取町明日香村、広陵町 東部地域奈良市、天理市桜井市、宇陀市山添村、曽爾村御杖村、東吉野村 南部地域五條市、吉野町、大淀町下市町、黒滝村、天川村野迫川村、十津川村下北山村、上北山村川上村、東吉野村
奈良県県土マネジメント部次長（地域交通課長）、市町村振興課長、東部南部振興課長市町村公共交通担当課長、奈良運輸支局担当課長※ 検討内容に応じて、事業者代表（バス協会・タクシー協会・奈良労働組合協議会）の出席を求める。

各市町村地域公共交通会議各市町村地域公共交通会議 各市町村地域公共交通会議 各市町村地域公共交通会議

奈良県地域交通改善協議会での検討状況について奈良県地域交通改善協議会での検討状況について

県と市町村､事業者等が連携し、持続的な

バス交通ネットワーク確保に向けた取組を、

より広域的な観点から検討するため、協議体

制の充実を図る。

・委員構成の格上げを行い、意思決定を明確化

・地域の実情に応じた検討が可能な取組体制の構築

２月２０日

知事を会長とした新

体制の協議会を開催

３月２２日

６月１３日

幹事会を開催

５月１６日

中部地域部会

東部地域部会

５月１７日

北西部地域部会

５月２１日

南部地域部会

を開催

２



（１） 第１回地域別部会（１） 第１回地域別部会

○コミュニティバス

・路線バスの補完

・住民福祉（日常生活・通院）の観点での運行

・広域連携・地域振興としてのツールの可能性

○路線バス

・通勤・通学がメイン（一方で昼間の乗車率が低い）

・高齢者等の日常生活には適合していない

○デマンド交通（デマンドタクシー）

・高齢者をメインターゲットとしている

・地理・道路構造の問題からバスではなくデマンドタクシーを選択

○その他

・社会福祉協議会や病院送迎のバスルートがコミュニティバス等と重複している

３

◎公共交通の現状

●コミバス運行の経緯等

→路線バス廃止による代替

→路線バスへの補助金・負担金 ＞ コミバス運行経費

→一般競争入札を実施し、さらに安価



（１） 第１回地域別部会（１） 第１回地域別部会

◎住民ニーズ

住民の声 ： 交通空白地域に対する交通手段の確保の要望 税金投入への拒否感

◎財政面

○財政負担と議会への説明責任

→ 国・県の補助金が交付されない場合の「セーフティネット」

→ 議会に対し、どのように説明するのか？

市町村による輸送サービスの提供のみならず、タクシー券、通学定期の補助

４

→ ニーズ把握の手法の問題？（アンケートを実施すると期待感が過大となり、バイアス？）

→ 運行実施後の実情について住民に対する適切な広報ができているのか？

（モビリティ・マネジメント等による利用促進広報等の工夫の余地？）

→ コミュニティバスのターゲットとなる旅客がはっきりしないのではないか？

（高齢者、観光客、通学など混在？）

→ コミュニティバスがニーズにマッチした輸送特性を有しているのか？

そこで・・・

○アンケートを実施した上で運行実施している市町村が多数。

しかし、結果的に住民は乗っていない。



（２） 第２回幹事会（２） 第２回幹事会

５

◎国庫補助事業の計画及び実施の承認

○平成26年度 生活交通ネットワーク計画の策定について

○平成25年度 地域交通調査事業について

●奈良交通の路線バスの維持方法と交通空白地を埋めるための方法についてどのようなアウトプット

を考えているのか。

→→→→ニーズニーズニーズニーズをきっちりをきっちりをきっちりをきっちり把握把握把握把握したしたしたした上上上上でのでのでのでのコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスをををを含含含含めためためためた輸送体系輸送体系輸送体系輸送体系とととと具体的具体的具体的具体的なななな方策方策方策方策。。。。

●病院・学校の送迎バスも考慮した路線の再編が必要。

→→→→アイデアアイデアアイデアアイデアとしてとしてとしてとして受受受受けけけけ取取取取るるるる。。。。

●公共交通条例との関わりについては。

→→→→公共交通条例公共交通条例公共交通条例公共交通条例はははは、、、、議会提案議会提案議会提案議会提案でででで公共交通施策公共交通施策公共交通施策公共交通施策におけるにおけるにおけるにおける「「「「理念理念理念理念」」」」であるであるであるである。。。。一方一方一方一方、、、、それにそれにそれにそれに対対対対してしてしてして協議協議協議協議

会会会会はははは本施策本施策本施策本施策におけるにおけるにおけるにおける「「「「実務実務実務実務」」」」をををを行行行行うううう組織組織組織組織であるがであるがであるがであるが、、、、向向向向っているっているっているっている方向方向方向方向はははは同同同同じであるとじであるとじであるとじであると認識認識認識認識しているしているしているしている。。。。

◎意見交換

承認承認承認承認



【議事 地域交通改善の方向性について】

（１）市町村アンケート及びヒアリング結果について

①目的別ニーズ

②路線バスの必要性

③市町村連携

（２）路線バス・コミュニティバス等の利用者数・収支率からみた

県内のバス利用の状況について

①路線バスの利用者数及び収支率

②ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの利用者数及び収支率

（３）奈良県における今後の地域交通のあり方（考え方）について

６



伊賀市 名張市県立医大 済生会中和 宇陀市立天理よろづ
吉野病院大淀病院五條病院
市立奈良県立奈良 名張市立 伊賀市立

橋本市橋本市民
高田市立 県立医大

天理よろづ
済生会御所

国保中央県立三室
県立奈良社会保険近大付属 市立奈良

服部 済生会中和

（１） ① 目的別移動ニーズについて（１） ① 目的別移動ニーズについて

県内市町村県内市町村県内市町村県内市町村ににににヒアリングヒアリングヒアリングヒアリングをををを実施実施実施実施しししし、、、、地域住民地域住民地域住民地域住民のののの日常生活日常生活日常生活日常生活やややや、、、、観光客観光客観光客観光客をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした来訪者来訪者来訪者来訪者

のののの移動移動移動移動ニーズニーズニーズニーズについてのについてのについてのについての現状整理現状整理現状整理現状整理をををを行行行行ったったったった。。。。

①①①① 通院目的通院目的通院目的通院目的ののののニーズニーズニーズニーズ

○日常的な診療

・日常的な健康相談、健康管理や頻度

の高い一般的な疾病の治療などは、地

域の診療所等で対応している。

・東部、南部地域では、診療所まで

コミュニティバスが運行されている

場合が多く、高齢者を中心に定期的

に利用されている。また、医師によ

る往診が行われている地域もある。

○非日常的な診療

・地域の診療所等で対応できない疾

病等は、地域の公的病院などへの移

動ニーズがある、

・東部、南部地域では、対応可能な

病院が限られるため、市町村界を越

えた長距離移動が必要となっている。

・東部地域では、三重県（名張市、伊賀

市）への需要も存在している。

・北西部、中部地域でも、一部市町

村では近隣市町村の病院への通院が

必要となっている。

（（（（調査市町村調査市町村調査市町村調査市町村：：：：２４２４２４２４市町村市町村市町村市町村（（（（７７７７月月月月１７１７１７１７日現在日現在日現在日現在））））））））

主な病院と移動先

主な移動先その他の移動先

７

鉄道路線主なバス路線（奈良交通）〃 （三重交通）

ヒアリング実施済み市町村東部地域 南部地域ヒアリング実施済み市町村北西部地域 中部地域



伊賀市名張市
イオン等 オークワ等 アピタ等イオン等ライフ等

イオン等
イオン等

イオン等橋本市イオン等
ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ

オークワ等西友等 オクヤマイオンイオン等 アピタ
イオン等

イオン等
イオン 奈良ﾌｧﾐﾘｰイオン生駒近鉄 ダイエー イズミヤ

ｷﾝｼｮｰ等 イオン等大阪(天王寺)
オークワ等オークワ等

（１） ① 目的別移動ニーズについて（１） ① 目的別移動ニーズについて

②②②② 買買買買いいいい物目的物目的物目的物目的ののののニーズニーズニーズニーズ

○日常的な買い物

・食料品など日常的な買い物は、地域

の食品スーパーや個人商店が利用され

ている。

・東部、南部地域では、商店が少な

く商品も限られているため、近隣市

町のスーパーを利用されている場合

が多い。山間部では、生協(コープ)の

宅配便も多く利用されている。

・北西部、中部では、地域の店舗で

対応可能となっているが、郊外化が

進んでいるため、自家用車を利用で

きない場合は不便な状況にある。

○非日常的な買い物

・郊外型の専門店（電化製品、衣料

品等）や、大規模なショッピングセ

ンターを利用している場合が多い。

主な商業施設と移動先

主な移動先その他の移動先

８

ヒアリング実施済み市町村東部地域 南部地域ヒアリング実施済み市町村北西部地域 中部地域

鉄道路線主なバス路線（奈良交通）〃 （三重交通）



伊賀市名張市

大半が下宿大半が送迎、バイク 大半が送迎、バイク大宇陀
山辺高校 山辺高校(分校)榛原駅から電車天理駅から電車 大半が下宿榛生昇陽

十津川

五條 大淀 桜井 吉野法隆寺国際王寺工業 二階堂 添上郡山
大和広陵西和清陵
奈良北生駒

高田 桜井香芝
高取国際橿原 畝傍

御所実業青翔
高田商業

平城 奈良一条 高円奈良朱雀西の京
磯城野 奈良情報商業

登美ヶ丘

（１） ① 目的別移動ニーズについて（１） ① 目的別移動ニーズについて

③③③③ 通学通学通学通学・・・・通勤目的通勤目的通勤目的通勤目的ののののニーズニーズニーズニーズ

○通学

○小中学生

・東部、南部地域の多くの市町村で

は、スクールバスが運行されている。

・一部の市町村（生駒市、天理市、

桜井市等）では、路線バスを利用し

ている地域もある。

○高校生

・北部、中部地地域では、徒歩や自

転車での通学のほか、最寄り駅から

の電車利用が可能。

・東部、南部地域では、最寄り駅ま

では路線バス利用よりも家族の送迎

等が目立つ。

・自宅通学が困難な天川村、御杖村

等では、高校進学時に下宿又は家族

で転居する場合が多い。

・三重県（伊賀市、名張市）の高校

への越境通学もある。

・鉄道駅から遠い、山辺高校、大宇

陀高校等では、最寄り駅からバス利

用が必要である。

○通勤

・東部南部地域では、自家用車利用

が大半で、バス利用は非常に少ない。

・北西部の新興住宅地では、鉄道を

利用して大阪方面への通勤も多い。

【通学】主な県立高校と移動先

主な移動先駅と学校間の移動

９

ヒアリング実施済み市町村北西部地域 中部地域

鉄道路線主なバス路線（奈良交通）〃 （三重交通）

ヒアリング実施済み市町村東部地域 南部地域



伊賀市名張市
登山ハイキング

談山神社
洞川温泉天川弁財天

曾爾高原登山ハイキング
大峰山

榛原駅桜井駅 名張駅
下市口駅賀名生梅園

談山神社當麻寺
葛城山

法隆寺 山辺の道三輪神社 長谷寺
石舞台ほか

奈良公園平城京跡唐招提寺薬師寺

（１） ① 目的別移動ニーズについて（１） ① 目的別移動ニーズについて

④④④④ 観光目的等観光目的等観光目的等観光目的等ののののニーズニーズニーズニーズ

○観光

・遠方からの観光目的等の来訪者の

ニーズがあり、路線バスが利用され

ている。

・洞川温泉(天川村)や曾爾高原(曾爾

村)などでは、観光シーズンには、臨

時便が運行されるほどの需要がある。

・観光振興を主要施策に挙げている

市町村は、来訪者のためにも路線バ

スとしての運行を希望している。

主な観光地と移動先
主な移動先

10

ヒアリング実施済み市町村北西部地域 中部地域

鉄道路線主なバス路線（奈良交通）〃 （三重交通）

ヒアリング実施済み市町村東部地域 南部地域



■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（平日）

（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ

11

○○○○通院通院通院通院

○○○○買買買買いいいい物物物物 ○○○○通学通学通学通学・・・・通勤通勤通勤通勤

○○○○観光観光観光観光

午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後

午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後

○通院・買い物・通学・通勤について、目的毎で利用時間帯が異なると考えられる。

○観光について、利用はあっても休祭日に比べて利用者数は少ないと考えられる。



■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（平日；重ね合わせ）

（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ

12

○○○○通院通院通院通院
○○○○買買買買いいいい物物物物

○○○○観光観光観光観光

午前午前午前午前
午後午後午後午後

○通院・買い物・通学・通勤について、目的毎で利用時間帯が異なると考えられる。

○○○○通学通学通学通学・・・・通勤通勤通勤通勤



■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（休祝日）

（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ

13

○○○○通院通院通院通院

○○○○買買買買いいいい物物物物 ○○○○通学通学通学通学

○○○○観光観光観光観光

午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後

午前午前午前午前 午後午後午後午後 午前午前午前午前 午後午後午後午後

○観光については、季節・天気で左右される非日常のニーズであるため、利用者の定数

的な見込みは困難。



○○○○観光観光観光観光

■曜日・時間帯からみる利用者のニーズ（休祝日；重ね合わせ）

（１） ① 目的別ニーズ（１） ① 目的別ニーズ
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午前午前午前午前 午後午後午後午後

○観光については、季節・天気で左右される非日常のニーズであるため、利用者の定数

的な見込みは困難。

○○○○買買買買いいいい物物物物



■路線バスについて

（１） ② 路線バスの必要性（１） ② 路線バスの必要性

○路線バスの必要性 ○財政負担について

○公共交通（路線バス、コミュニティバス等）に関する考え方や課題について、各市町村交通政策担当課宛に

照会を行い、全３９市町村から回答があった。北西部地域：対象１４市町村中部地域 ：対象 ８市町村東部地域 ：対象 ８市町村南部地域 ：対象１２市町村 ※一部市町村は複数部会に所属している。
○５月１６日～２１日に、各地域部会を開催し、市町村との意見交換を行った。

・３９市町村のうち３０市町村が、基幹的な路線として

現状維持を望んでいる。（南部地域では約９２％）

・３市町村は、路線維持のためには、利用状況に応じた

減便を容認している。

・その他では、観光客のためには路線バスが必要という

意見があった。

→→→→ 路線路線路線路線バスバスバスバスがががが必要必要必要必要とととと考考考考えるえるえるえる根拠根拠根拠根拠（（（（ニーズニーズニーズニーズ）、）、）、）、路線路線路線路線ババババ

ススススとしてとしてとしてとして維持維持維持維持するするするする事事事事ののののメリットメリットメリットメリット等等等等についてのについてのについてのについての分析分析分析分析がががが

必要必要必要必要ではないかではないかではないかではないか。。。。

・北西部、中部地域では、新たな財政負担は出来ないとい

う市町村が多い。

・東部、南部地域では、路線維持のためには、一定の財政

負担もやむを得ないと考える市町村が多い。

→→→→ 過疎地域過疎地域過疎地域過疎地域であるであるであるである、、、、東部東部東部東部、、、、南部地域南部地域南部地域南部地域のののの市町村市町村市町村市町村ではではではでは、、、、路路路路

線線線線バスバスバスバスのののの必要性必要性必要性必要性をををを高高高高くくくく感感感感じているのではないかじているのではないかじているのではないかじているのではないか。。。。

※複数部会に所属する市町村があるため、合計は一致しない ※複数部会に所属する市町村があるため、合計は一致しない
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（単位：市町村数） （単位：市町村数）
115 79

30
11 1 3

21 4 6
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45南部地域東部地域中部地域北西部地域奈良県計

１．現状維持を希望 ２．減便を容認 ３．その他 23 6
7 17

85 2
1 14

2
6 8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45南部地域東部地域中部地域北西部地域奈良県計
１．新た財政負担は出来ない ２．一定の財政負担はやむを得ない ３．その他



（１） ③ 市町村連携（１） ③ 市町村連携

○○○○調査結果調査結果調査結果調査結果

・１７市町村で、コミュニティバスの隣接市町村への乗り

入れを行っているが、複数市町村で共同運行している

ような事例はない。

・多くの市町村から、利便性の向上や経費の削減のため、

コミュニティバスの運行に関する連携を検討したい

という意見がある。

・特に、通院を目的として、市町村の連携による運行を

検討したいという意見が多い。

（南和新病院、国保中央病院、高田市立病院 等）

・一方で、運行状況や財政面から、連携は困難という意見

もある。

その他21市町村、54% 検討していない 4市町村、10%検討の余地あり 2市町村、5%
検討したい12市町村、31%

約４割の市町村が市町村連携について、前向きに回答

○○○○今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性

・・・・通院通院通院通院などなどなどなど、、、、目的目的目的目的にににに応応応応じたじたじたじたミュニティバスミュニティバスミュニティバスミュニティバスのののの連携連携連携連携をををを検討検討検討検討してしてしてして

いくいくいくいく必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。

・・・・検討検討検討検討にあたってはにあたってはにあたってはにあたっては、、、、地域別部会地域別部会地域別部会地域別部会においてにおいてにおいてにおいて、、、、よりよりよりより効率的効率的効率的効率的、、、、

かつかつかつかつ効果的効果的効果的効果的なななな運行運行運行運行をををを目指目指目指目指しししし、、、、連携方法連携方法連携方法連携方法をををを検討検討検討検討するするするする。。。。

国保中央病院

高田市立病院

南和新病院

宇陀市立病院

通院通院通院通院をををを目的目的目的目的としたとしたとしたとしたコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの連携区域連携区域連携区域連携区域（（（（案案案案））））近隣市町村近隣市町村近隣市町村近隣市町村とのとのとのとのコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスのののの連携連携連携連携についてについてについてについて
16



（１） ④ 路線バス・コミュニティバス乗り込み調査（１） ④ 路線バス・コミュニティバス乗り込み調査

○○○○市町村市町村市町村市町村アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査ではではではでは、、、、客観的客観的客観的客観的ななななデータデータデータデータ（（（（走行距離走行距離走行距離走行距離、、、、収支率収支率収支率収支率などなどなどなど））））をををを収集収集収集収集

○○○○一方一方一方一方、、、、実際実際実際実際のののの利用実態利用実態利用実態利用実態（（（（利用目的利用目的利用目的利用目的、、、、乗乗乗乗りりりり継継継継ぎぎぎぎ環境環境環境環境などなどなどなど））））についてはについてはについてはについては、、、、県職員県職員県職員県職員がががが路線路線路線路線バスバスバスバス・・・・コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスにににに

乗乗乗乗りりりり込込込込みみみみ、、、、調査調査調査調査をををを実施実施実施実施

→→→→両調査結果両調査結果両調査結果両調査結果よりよりよりより、、、、現状現状現状現状のののの公共交通公共交通公共交通公共交通のののの課題課題課題課題をををを洗洗洗洗いいいい出出出出しししし、、、、維持確保維持確保維持確保維持確保のののの方向性及方向性及方向性及方向性及びびびび改善方策改善方策改善方策改善方策のののの検討検討検討検討
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○○○○背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的

○○○○路線路線路線路線バスバスバスバス

○○○○コミュニティバスコミュニティバスコミュニティバスコミュニティバス

曽爾香落渓線曽爾香落渓線曽爾香落渓線曽爾香落渓線
（調査区間：名張駅～曽爾村役場、利用者数：３人）

・三重県内では、青蓮寺ダムを超えると人家がない。

・観光シーズンは、満席の時もある。（運転手談）

・曽爾村内の主な利用目的は、葛にある郵便局である。

下市天川線下市天川線下市天川線下市天川線
（調査区間：下市口駅～黒滝案内センター、利用者数：５人）

・途中停留所での乗降は少なく、天川村内までの利用が多い。

・道路は改良されているが、集落の存在する旧道を経由するため

時間がかかる。

御杖村御杖村御杖村御杖村ふれあいふれあいふれあいふれあいバスバスバスバス
（調査区間：掛西口～御杖村役場、利用者数：４人）

・主に、掛西口のバス停における、奥宇陀線（奈良交通）と

曽爾香落渓線（三重交通）との乗り継ぎによる利用が多い。

・村民の移動に対応したダイヤの接続となっている一方、

村外からの利用の場合、待ち時間が生じている。

生駒市生駒市生駒市生駒市たけまるたけまるたけまるたけまる号号号号
（調査区間：生駒駅南口～生駒市役所、利用者数１１人）

・１２席の座席数に対し、最多で１０人の利用があり、利用率は

高い。

・全区間にわたり、道路が急峻である。

・自由乗降区間が設けられているが、利用者はない。

（（（（調査路線数調査路線数調査路線数調査路線数：：：：15151515路線路線路線路線20202020便便便便（（（（17171717日現在日現在日現在日現在））））））））

御杖村御杖村御杖村御杖村ふれあいふれあいふれあいふれあいバスバスバスバスとととと奥宇陀線奥宇陀線奥宇陀線奥宇陀線（（（（奈良交通奈良交通奈良交通奈良交通）））） 生駒市生駒市生駒市生駒市たけまるたけまるたけまるたけまる号号号号

（（（（調査路線数調査路線数調査路線数調査路線数：：：：14141414路線路線路線路線18181818便便便便（（（（17171717日現在日現在日現在日現在））））））））

曽爾香落渓線曽爾香落渓線曽爾香落渓線曽爾香落渓線（（（（三重交通三重交通三重交通三重交通）））） 下市天川下市天川下市天川下市天川線線線線ののののバスバスバスバス停停停停（（（（黒滝案内黒滝案内黒滝案内黒滝案内センターセンターセンターセンター））））



■奈良交通 路線の概要（協議申し入れ路線のみ）

（２） ① 路線バスの利用者数及び収支率について（２） ① 路線バスの利用者数及び収支率について

○対象となった路線は、収支率が３０％から５０％の範囲、利用人

員は５人から１０人の範囲を中心に分布。

○八木や高田から吉野や十津川方面に向かう路線は、都市近郊

と山間部を沿線にもち、利用人員に比較して収支率が比較的低い。

※※※※すべてのすべてのすべてのすべての路線路線路線路線ののののデータデータデータデータがががが入手入手入手入手できていないできていないできていないできていない為為為為、、、、分析分析分析分析がががが限定的限定的限定的限定的。。。。

※奈良交通(株)提供のデータにより算出。収支率は複数の系統を含む路線毎に算出。※平均利用人員は、一部の区間でも利用のある場合は１人として計算。

路線バスの利用者数及び収支状況

下市笠木当麻新庄熊野 八木大滝 桜井菟田野都祁榛原八木下市 天理桜井奥宇陀 古市場桜井飛鳥八木御所高田五條 天理都祁十津川 大淀五條高田新家下市天川八木五條 洞川 大宇陀高田イオンモール
八木新宮

榛原東吉野0.05.0
10.015.020.025.030.035.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0収支率
１便平均利用人
員
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■運行１回あたりの利用者数＜有償運送＞

（２） ② コミュニティバス等の利用者数及び収支率について（２） ② コミュニティバス等の利用者数及び収支率について
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■運行収支率＜有償運送＞

◎運行１回あたりの利用者数について、有償運送のうち、約１／４の路線で利用者数が１人未満。

◎運行収支率について、約７割の路線で収支率が２０％未満。

◎運行収支率の比較的高い路線は、利用者数が比較的多い路線や、距離制運賃をとっている路線などがある。

区分 路線数 構成比

５０％以上 2 4.9%

３０％以上５０％未満 5 12.2%

２０％以上３０％未満 6 14.6%

１０％以上２０％未満 10 24.4%

５％以上１０％未満 12 29.3%

５％未満 6 14.6%

合計 41

＜県内で収支率の高い路線＞

※平成２５年度コミュニティバス等実態調査調べ（平成２５年５月 奈良県地域交通課）

区分 路線数 構成比

２０人以上 2 2.6%

１５人以上２０人未満 4 5.3%

１０人以上２０人未満 4 5.3%

５人以上１０人未満 12 15.8%

１人以上５人未満 34 44.7%

１人未満 20 26.3%

合計 76

市町村名 コミバス等名称 路線数 系統数 路線名 運行回数（平日） 平成24年度利用者数（人／日） 利用者数／回（人）十津川村 村営バス 1 2 国道 2 79.6 39.79大和高田市 きぼう号 2 2 内回り／外回り 8 225.4 28.17生駒市 生駒山麓公園ふれあいセンター送迎バス 1 1 10 178.5 17.85奈良市 月瀬線 1 4 月瀬線 2 85.5 15.54生駒市 たけまる号 1 1 光陽台線 11 170.5 15.5
＜県内で１回あたりの利用者数の多い路線＞

※平成２５年度コミュニティバス等実態調査調べ（平成２５年５月 奈良県地域交通課）※利用者数は、一部の区間でも利用のある場合は１人として計算。
市町村名 コミバス等名称 路線数 系統数 路線名 許可（登録） 平成２４年度利用者数 Ｈ２４収支率（％）（収入／支出）桜井市 多武峰線 1 1 多武峰線 ４条（乗合） 63,256 55.1生駒市 たけまる号 1 1 光陽台線 ４条（乗合） 41,771 54.7生駒市 たけまる号 1 1 門前線 ４条（乗合） 15,894 48.7奈良市 月瀬線 1 4 月瀬線 旧２１条 31,197 38.3御所市 ひまわり号 2 3 西コース（内回り循環）西コース（外回り循環）東コース ７９条（市町村） 38,709 36.8



《参考》 豊岡市の事例《参考》 豊岡市の事例
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路線バス、コミュニティバス・ディマンドタクシー

スクール・事業用送迎

路線バス、コミュニティバス・ディマンドタクシー

スクール・事業用送迎

� データに基づいた実証的実証的実証的実証的アプローチアプローチアプローチアプローチ

� 利用者利用者利用者利用者ののののライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル等等等等を踏まえ、輸送ニーズを把握：不特定／特定、日常性／非日常性

� 複数市町村連携複数市町村連携複数市町村連携複数市町村連携のののの調整機能調整機能調整機能調整機能の必要性

� PDCAサイクルサイクルサイクルサイクルによる定期的検証（諸指標に基づく「再仕分け」）

� データに基づいた実証的実証的実証的実証的アプローチアプローチアプローチアプローチ

� 利用者利用者利用者利用者ののののライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル等等等等を踏まえ、輸送ニーズを把握：不特定／特定、日常性／非日常性

� 複数市町村連携複数市町村連携複数市町村連携複数市町村連携のののの調整機能調整機能調整機能調整機能の必要性

� PDCAサイクルサイクルサイクルサイクルによる定期的検証（諸指標に基づく「再仕分け」）

考考考考ええええ方方方方
考考考考ええええ方方方方

路線別収支路線別収支路線別収支路線別収支路線別収支路線別収支路線別収支路線別収支

1. 複数市町村複数市町村複数市町村複数市町村またぎまたぎまたぎまたぎ

2. 送迎送迎送迎送迎バスバスバスバス、、、、タクシータクシータクシータクシー、、、、デマンドデマンドデマンドデマンド交通等代替輸送交通等代替輸送交通等代替輸送交通等代替輸送

1. 複数市町村複数市町村複数市町村複数市町村またぎまたぎまたぎまたぎ

2. 送迎送迎送迎送迎バスバスバスバス、、、、タクシータクシータクシータクシー、、、、デマンドデマンドデマンドデマンド交通等代替輸送交通等代替輸送交通等代替輸送交通等代替輸送

ネットワークネットワークネットワークネットワークネットワークネットワークネットワークネットワーク

1. 利用者特性利用者特性利用者特性利用者特性・・・・需要種別需要種別需要種別需要種別：：：：不特定 or  not

2. 最低需要基準最低需要基準最低需要基準最低需要基準：：：：利用者数／便数 【ex)豊岡市基準：１人超／便】

1. 利用者特性利用者特性利用者特性利用者特性・・・・需要種別需要種別需要種別需要種別：：：：不特定 or  not

2. 最低需要基準最低需要基準最低需要基準最低需要基準：：：：利用者数／便数 【ex)豊岡市基準：１人超／便】

路線別需要路線別需要路線別需要路線別需要路線別需要路線別需要路線別需要路線別需要

1. 収入収入収入収入にににに占占占占めるめるめるめる財政負担割合財政負担割合財政負担割合財政負担割合（国・県／市町村）

2. 市町村財政負担額市町村財政負担額市町村財政負担額市町村財政負担額：：：：補助金・負担金 ⋚ 直轄による運行経費

1. 収入収入収入収入にににに占占占占めるめるめるめる財政負担割合財政負担割合財政負担割合財政負担割合（国・県／市町村）

2. 市町村財政負担額市町村財政負担額市町村財政負担額市町村財政負担額：：：：補助金・負担金 ⋚ 直轄による運行経費

路線別財政負担路線別財政負担路線別財政負担路線別財政負担路線別財政負担路線別財政負担路線別財政負担路線別財政負担

「「「「仕分仕分仕分仕分けけけけ」」」」指標指標指標指標

路線路線路線路線ごとのごとのごとのごとの『『『『あるべきあるべきあるべきあるべき輸送体系輸送体系輸送体系輸送体系』』』』

ＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡサイクルサイクルサイクルサイクルＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡサイクルサイクルサイクルサイクル

� 事前アンケートと運行の実態の乖離を埋めるため、輸送人員を定期的にチェック
� 諸指標に基づく再『仕分け』

幹事会・

地域別部会に

よる調整

幹事会・

地域別部会に

よる調整

＜＜＜＜留意事項留意事項留意事項留意事項＞＞＞＞

� 運行状況・輸送人員の実態について、住民に対する定期的な情報提供

� ＭＭ等の利用促進策（実証論と規範論）

＜＜＜＜留意事項留意事項留意事項留意事項＞＞＞＞

� 運行状況・輸送人員の実態について、住民に対する定期的な情報提供

� ＭＭ等の利用促進策（実証論と規範論）

路線別路線別路線別路線別データデータデータデータ（Ｄｅｍａｎｄ（Ｄｅｍａｎｄ（Ｄｅｍａｎｄ（Ｄｅｍａｎｄ/Ｓｕｐｐｌｙ）Ｓｕｐｐｌｙ）Ｓｕｐｐｌｙ）Ｓｕｐｐｌｙ）

フレームフレームフレームフレーム・・・・概要概要概要概要フレームフレームフレームフレーム・・・・概要概要概要概要

『あるべき輸送体

系』に応じた支援

『あるべき輸送体

系』に応じた支援

1. 最低収支率最低収支率最低収支率最低収支率（（（（収入収入収入収入／／／／支出支出支出支出）））） 【ex)豊岡市基準：２０％】
1. 最低収支率最低収支率最低収支率最低収支率（（（（収入収入収入収入／／／／支出支出支出支出）））） 【ex)豊岡市基準：２０％】

（３） 奈良県奈良県奈良県奈良県におけるにおけるにおけるにおける今後今後今後今後のののの地域交通地域交通地域交通地域交通のありのありのありのあり方方方方（（（（考考考考ええええ方方方方）））） （（（（素案素案素案素案））））（３） 奈良県奈良県奈良県奈良県におけるにおけるにおけるにおける今後今後今後今後のののの地域交通地域交通地域交通地域交通のありのありのありのあり方方方方（（（（考考考考ええええ方方方方）））） （（（（素案素案素案素案））））
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今後のスケジュール（案）今後のスケジュール（案）

１０月下旬 第３回地域交通改善協議会を開催予定（方向性の決定）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月Ｈ２５ Ｈ２６

　　　　奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会　　　　　　　　地域別部会地域別部会地域別部会地域別部会

　　　　奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会
　　　　奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会奈良県地域交通改善協議会　　　　　　　　幹事会幹事会幹事会幹事会

第1回協議会（2月20日） 第２回協議会（７月１７日） 第３回協議会 第４回協議会
幹事会（３月２２日）

地域別部会(5月16,17,21日)
幹事会（６月１３日）

ステップステップステップステップ１１１１現状把握現状把握現状把握現状把握 ステップステップステップステップ２２２２整理分析整理分析整理分析整理分析 ステップステップステップステップ３３３３問題点問題点問題点問題点のののの整理整理整理整理課題課題課題課題のののの抽出抽出抽出抽出 ステップステップステップステップ４４４４改善方策改善方策改善方策改善方策のののの検討検討検討検討    他他他他部会の検討状況国庫補助金関係
分析結果の報告今後の方針 方向性の決定具体的な施策（案）

　　　アンケート 　　　ヒアリング　　　　改善方策の検討 　　　　　　　　　具体的な運行計画の検討
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